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棚卸資産の評価損の計上及び連結業績予想値と実績値の差異に関するお知らせ 

 

当社は、2022 年６月期の連結決算において、棚卸資産の評価損の計上をするとともに、2021 年 11 月

５日に公表いたしました、2022 年６月期 通期連結業績予想値と実績値に差異が生じ、下記のとおり修

正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 記 

 

１． 棚卸資産の評価損の計上（売上原価）について 

当社が保有する棚卸資産について、収益性を保守的に見直した結果、ホテル開発物件を中心に

予想販売価格が予想原価を下回ったことから、第４四半期において 591 百万円を棚卸資産評価損

として売上原価に計上することといたしました。 

 

２． 業績予想値と実績値との差異 

（１）2022 年６月期通期連結業績予想値と実績値の差異（2021 年７月１日～2022 年６月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

25,644 

百万円 

1,274 

百万円 

317 

百万円 

259 

円 銭 

9.16 

実績値（Ｂ） 25,761 781 389 463 16.38 

増減額（Ｂ－Ａ） 116 △493 72 204  

増減率 0.5％ △38.7％ 22.9％ 78.8％  

（ご参考）前期実績 

（2021 年６月期） 
18,355 △2,030 △3,087 △4,089 △191.69 

 

（２）差異の理由 

2022 年６月期通期連結業績予想値と実績値の差異が発生した主な要因としては、ホテル開発

物件を中心に収益性を保守的に見積もったことにより生じた棚卸資産評価損 591 百万円を計上

したことによるものです。その結果、売上高は 116 百万円増の 25,761 百万円（増減率 0.5％増）、

営業利益は 493 百万円減の 781 百万円（増減率 38.7％減）、経常利益は 72 百万円増の 389 百万

円（増減率 22.9％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は 204 百万円増の 463 百万円（増減

率 78.8％増）となりました。 

以 上 


